
様式２ 

日進市障害者自立支援協議会 専門部会実施報告書 

報 告 者 三宅恵里子 市確認欄  

専門部会名 第１回  権利擁護部会 

日   時 令和７年５月 19 日（月） 10 時 30 分～11 時 45 分 

会   場 日進市障害者福祉センター 大会議室 

出 席 者 
部会員 ８名 事務局 ６名 

※出席者名簿は、別添のとおり 

傍 聴 者 有り・ なし 

次第 

１ 部会員自己紹介 

２ 本年度の部会の進め方について 

３ 全体会の報告 

４ 本年度の取組みについて 

５ 本日のまとめ、次回の検討課題について 

報告・検討 

の内容 

１ 部会員自己紹介 

・令和７年度の部会員の自己紹介を行った。 

 

２ 本年度の部会の進め方について（日岡） 

・４つの部会が抱える課題の共有と、議論の前進の第１歩とすべく、全体

会を発足させ、第１回目を令和７年４月 22 日に開催したことを報告。専

門部会については、各部会で協議すべき内容に応じて回数を決定したこ

とを報告。本部会は５回を予定（内、２回は行事）する。 

・本年度の体制は、部会回数が減ったことにより開催日までに協議すべき

点ができた場合は電子連絡帳ヘルピーネットやメールを活用し意見を徴

取する。部会の最後にその日の協議内容を振り返り、次回の協議内容を

確認し、その後意見を徴取し、次回までに内容をまとめるような流れに

していく。 

・ヘルピーネットについて未登録の事業者への登録を促進し、将来的にヘ

ルピーネットを利用して、支援対象者の情報共有ができるようになるこ

とを目標にしていきたい旨を説明。（渥美） 

 

３ 全体会の報告（桂川）（資料１，２参照） 

・意見交換にて、意思決定支援についての再認識の必要性や、全体的な底 

上げが出来ると良い。就労と放課後等デイサービスとの繋がりについて、

社会スキルの向上が就労に繋がるという意見があった。関係機関と情報

を共有するツールの必要性について協議した。 

・それぞれの意見を各部会に持ち帰り本年度の取り組みとして取り入れて

いくことになった旨を報告。 

 



４ 本年度の取組みついて 

（１）災害時支援について実施するアンケート内容の検討（資料３参照） 

・前回のアンケート項目にあった（避難所を利用しようと「思わない」

「分からない」）の理由を改めて聞きたい。 

・避難するためにどういう環境が必要か全体に向けリサーチし、どのよ

うに市にアプローチしていくかを目的としたアンケートとしたい。 

・アンケートの回答によっては福祉避難所の開設への必要性を訴える

材料にもなる。 

・当事者側も情報を他者に伝達出来るよう準備しておいて欲しい。ア

ンケートはそれを認識する意味合いもある。 

（アンケートの項目について） 

・当事者や、高齢になっている保護者は文章表記が苦手で、具体例を

箇条書きし丸付けの方が記入しやすい。直接、聞き取ったら答えら

れる場合もある。 

・どういった配慮があれば避難所に行けるのか？の項目があると良い。 

・行かない理由を自由記述にして、細かいところまで聞き取れるよう

にする。 

・障害種別について、それが分かることで避難所を利用しない回答の

趣旨が見込めるため必要とする。 

・イメージし易くするため倒壊した家や避難所の写真や絵などをのせ

る。 

・実際に避難所に向かうまでの支援をしてくれる人が居るかの確認が

必要。 

   （避難所について） 

・強度行動障害の方は避難所に行くことも難しいため、福祉避難所に

優先して受け入れが必要なのではないか。 

・避難所を利用しない理由として想定されるのは、家族が居ない、職

員が付いていけない、見通しが持てない、どう過ごせば良いか分か

らなくて不安等。 

・当事者自身の特性を示すアセスメントツールを作ることで、どこへ

避難しても役立つかもしれない。 

・市として、今年度の避難所開設運営訓練は全ての小学校で一斉に実

施される予定。福祉避難所の開設・運営というよりは避難所から福

祉避難所（保育園）に移送する時のやり取りの確認になるような情

報があるが決定ではない。 

→意見を集約してアンケートを再作成。ヘルピーネットでも意見徴

取する。 

 

（２）虐待防止勉強会について（森田） 

・５/21 に４法人で打ち合わせ予定。 

・前回参加者に向けたアンケートからコミュニケーションについて学

びたい旨の意見が多くあった。意思決定支援に触れた内容でコミュ

ニケーションに焦点を当てる。 

・次回打ち合わせで講師の案を出す。 

講師候補；林ともみ氏 

         前回の虐待防止勉強会講師の林大輔氏（たくと大府） 

         倉島昌之氏（豊田市第二ひまわり） 



 

（３）障害者差別解消法について（渥美） 

・昨年度は、市民まつりでボッチャを通して啓発活動を行った。災害・

権利擁護に関する部分で障害理解が必要と考え、部会と協力して取

り組みたい。 

・昨年度の反省として、当事者の参加が難しいことが判った。ボッチ

ャが全面に出てしまい差別解消法の内容はパンフレット配布・パネ

ル展示のみだった。 

・本年度もボッチャ、パンフレットの配布、パネル展示。愛知県ボッ

チャ協会への運営依頼を継続するが去年と違う趣向で行いたいた

め、アイデアが欲しい。 

・現案は、疑似体験セット、車椅子に乗るなどが出ている。 

・講師に岩井まゆみ氏に依頼はどうか。健常から難病になり車椅子生

活で、現在ボッチャの選手、鳴子の指導者でもある方。鳴子であれ

ばどの方も馴染みやすい。  

→プロのボッチャ選手であり依頼に手続きが必要。 

・昨年度は子どもの参加が多かったため、教室内で落ち着かない児、

教室内に居られない児など発達障害のある児に対する配慮事項はど

うか。子ども同士が理解し合えるような内容、身近な内容、学校生

活で行われている合理的配慮のクイズなどはどうか。 

・障害者のイメージとして目で見て分かり易い人に焦点が向けられが

ち。 

・ファミリーステーション Rin のわいわいフェスティバルでは、クイ

ズに参加し参加賞としてお菓子がもらえるものにした。パネルの内

容からクイズに答える、パネルを読むと答えが書いてある等はどう

か。 

→今後、愛知県ボッチャ協会と打ち合わせをする。市民まつり当

日、部会員に協力を依頼する予定。 

 

５ 本日のまとめ、次回の検討課題について（森田） 

・災害時支援について、本日の意見を集約し事務局でアンケート作成。部

会員に再度周知し意見を徴取する。次回９月の部会開催時に完成したも

のを部会員に配布。各事業所でアンケートを配布し、その後集計を取り

今後の方向性を決める。 

・虐待防止勉強会開催は令和８年１月 31 日を予定。４法人の打ち合わせ

内容を９月の部会で報告する。 

・障害者差別解消法の事業関係について動きがあればヘルピーで報告す

る。 

・本年度部会日程の確認（資料４） 

・随時、ヘルピーネットでの供覧を確認して頂く。それに対して意見が

無くても賛同であれば「いいね」を押すよう依頼。ヘルピーネット登

録が難しい方はメールで伝達する。 

・昨年度はイベント（市民まつり・勉強会）に部会員として参加してい

ただいても報酬はなかった。本年度からは協力頂いた事業所に対して

報酬が出るように調整した。（日岡） 

・令和８年３月の全体会で権利擁護部会として何を提案していくか、全

体会をどういうポジションで動かしていくかを今後考える。 



・本日の報告書は２週間後を目途にヘルピーネットで上げるため確認を

お願いしたい。 

提出書類 別添のとおり 

次回開催日時 令和７年９月 17 日（水） 

次回会場 障害者福祉センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日進市障害者自立支援協議会 専門部会出席者名簿 

専門部会名 第 1 回 権利擁護部会 

日   時 令和 7 年 5 月 19 日（月）10 時 30 分～11 時 45 分 

会   場 障害者福祉センター 大会議室 

 

専門部会員 その他参加者 

①   下山 貴弘  

②   安江 真吾  

③   森田 沙弥香  

④   鈴木 香織  

⑤   高木 祥行  

⑥   奥田 洋子  

⑦   磯畑 香苗  

⑧   鈴木 重行（欠）   

⑨   福田 有輝    

⑩   志水 くに子（欠）   

 

（事務局） 

①  渥美 則親 ②  八木 柚月（欠） 

③  宇佐美 香津美 ④  日岡 由季枝 

⑤  桂川 斐斗美 ⑥  三宅 恵里子 

⑦  山 歩美 ⑧  

 

 


